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講演の内容は第Ⅰ部、憲法をめぐる歴史と現状、改憲をどう防ぐか。第Ⅱ部、憲法の成立過程と幣原喜重郎の２本立て。


改憲派の主張


第Ⅰ部は、現在の憲法をめぐる状況―安倍政権のもとで、憲法審査会の再開、安保法制の成立、南スーダンへの自衛隊の派遣が行われ、憲法は事実上変えられているのではないのか、改憲を防ぐには今、何をしなければならないのかという問題意識からの課題提起。この問題を考えるときには、①改憲論はどのように生まれ、肥大してきたのかを考える必要がある。池田・ロバートソン会談（１９５３年）、改憲を党是とする自民党の結党（５５年）と日米新安保条約の締結、戦後政治の総決算をいう中曽根政権を経て、第一次安倍政権。ここで教育基本法の改訂、防衛省の誕生、国民投票法の成立。そして、２０１２年の自民党憲法草案の発表、１５年の安保法制の成立の経緯が語られた。その際、９条を変えようとしているだけでなく、「この憲法が保障する基本的人権は侵すことのできない永久の権利」と規定した９７条を自民党の憲法草案では削除していることも重大なことであると述べられた。


護憲派の主張


一方、②護憲派の主張として、新憲法制定時の憲法研究会の思想、平和を唱えた内外の思想家（カント、ユーゴー、ジョレース、デューイ、田中正造、柳宗悦、中山晋平）の思想の蓄積が語られ、改憲を防ぐための４つの方策が提起された。その４つ目が「９条の精神で世界憲章を！」。


九条幣原発案


説を熱く考察


第Ⅱ部は憲法の戦争放棄条項の提起者は誰か？についての考察。従来から幣原喜重郎説、マッカーサー説が飛び交っていたが、マッカーサー説の人たちはなぜか高柳賢三『天皇・憲法第９条』（１９６３年刊）で紹介されている幣原発案説を無視ないし軽視している。今回、国会図書館で「高柳・マッカーサー往復書簡」の原文を見つけたが、この書簡から幣原説は確固たるものとなったとし、なぜ幣原はこの思想をもつにいたったのか。幣原の経歴と思想への考察を語られた。


歌声も披露！


今回の講演のハイライトは堀尾さんの歌声の披露。アメリカ・シカゴの子どもたちの授業を見学した際、教室にあった「平和ってなんだ」の絵本をみて子どもたちの前で歌った堀尾さんが小学校時代に覚えた「セミの歌」。戦争のない日常生活を歌った歌に拍手喝さい。最後は荒川９条の会が歌っていた歌を紹介。それはベートーヴェン「第九」の合唱曲のメロディーにのせた「羽ばたけ　憲法九条」。これを参加者全員で歌ってフィナーレ。


参加者の発言


質疑では、最近のテレビ・ＮＨＫスペシャル東京裁判」にふれて「Ａ級戦犯たちは事後法の平和に対する罪だけで裁かれたわけではない」、レジメにある「自衛隊は漸次縮小し災害救助隊へ」は「救助」の前に「予防」を入れたい、などの発言が続き、『学習まんが』(小学館刊)では１９９３年の３４刷までは９条の発案者は「幣原」としていたが９４年刊からは「マッカーサー」が発案者に変わっているという知見も披歴され有益であった。


　（岩本　努・記）
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　調布「憲法ひろば」の創立１２周年を迎えた第１１９回例会は12月17日、あくろすホールで、東大名誉教授、憲法ひろば世話人の堀尾輝久さん（写真左）に「いま憲法について考える」と題してお話いただきました。石川康子世話人（写真その右）の司会で進行。参加は５４人となりました。記録は岩本努世話人。　（編集部）
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